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宮崎国際大学 教育学部ニュースレター 

学びのコミュニティ 
        宮崎国際大学 学長 山下 恵子     

     

  ４月より、永田雅輝前学長の後を受け、学長に就任し

ました山下恵子です。どうぞよろしくお願い致します。 

 平成26年度に新設した教育学部は、今年４学年すべて

の学生が揃いました。学長就任後、素晴らしいと感じて

いる事が二つあります。 

 一つは、学生たちが実に良く勉強するということで

す。先生方の研究室は、毎日質問する学生たちであふれ

ています。また、新しく整備した学生教職支援センターを含めた学習室は

夜遅くまで開けて欲しいとの願いが出され、４年生は７月の教員採用試験

や公務員試験に向けて猛勉強中です。 

 もう一つは、研究・教育にも高い水準で情熱いっぱいの先生方ばかりで

あるということです。教育学部設置のため文部科学省の厳しい審査に合格

された先生方が、この３年間、より良い学部にするために大変な努力をさ

れてきました。 

 学生と共に歩んだ３年間です。このような先生方や先輩の姿を見て育つ

新１年、２年、３年生は、学びのコミュニティという良き伝統を引き継い

でくれることでしょう。今後の学生たちの活躍に期待しています。 
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５月12日の出前講座が終了

した後は、教育学部の教員

や３年生が中心となって

作った具だくさんの豚汁と

炊き込みご飯で、４年生の

採用試験合格を応援する｢栄

養会｣を開催しました。 

「栄養会」を開催 
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ハイライト 

４年生は教員採用試験や宮崎市

保育教諭採用試験等に向けての

勉強や卒業論文作成に励んでい

ます。 

「東京アカデミー出前講座」開催 
             学生教職支援センター長 中原 邦博           

 

 平成29年度も下記回数の教員採用試験対策講座を実施いたします。こ

の対策講座の一環として、平成29年５月12日に東京アカデミーによる出前

講座を開催しました。教育学部の２～４年生と国際教養学部の２～４年生

合わせて44名が参加し、教職教養の大事なポイントを集中的に勉強しまし

た。講師の方の解説は、教育原理や教育法規等はもちろんのこと、「学習

指導要領改定の基本的な方向」などや平成28年12月に出された中教審答申

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について」の解説も丁寧にしていただき、受講生

から大変分かりやすかったと好評でした。  

平成29年度 教員採用試験対策講座 

学生教職支援センターを活

用する４年生 

教員採用試験対策講座（応用Ⅱ） ４年生対象 前期：12回実施 平成29年度 

学生教職支援 

センター主催 

 

教員採用試験 

対策講座 

教員採用試験対策講座（応用Ⅰ） ３年生対象 通年：24回実施 

教員採用試験対策講座（基礎Ⅱ） ２年生対象 通年：12回実施 

教員採用試験対策講座（基礎Ⅰ） １年生対象 後期：12回実施 
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卒業論文について  

卒論のゼミで、「テーマをどう絞り込むか」について

話し合っている様子（５月１３日） 

 

教育学部運動会を振り返って 

教育学部２年 松田 武尊 
 

５月14日に、教育学部の春の大運動会を行いまし

た。入学して間もない１年生から、現在教員採用試

験の勉強に取り組んでいる４年生まで、合計約60名

が参加し、共に汗を流しました。今年度で3回目の開

催となり、今年は２年生が主体で準備を進めまし

た。競技の種目は、玉入れ、大縄跳び、借り物競

争、グループ対抗リレーの４種目で、３グループに

分かれて競いました。５月ということもあり、まだ

まだ初対面の人もいましたが、徐々にグループ内で

も輪ができはじめました。また、見学に来た先生方

からの差し入れもあり、大いに盛り上がることがで

きました。最後には参加者全員で写真撮影をし、学

部内の絆を深めました。 

 今回の運動会を成功させることができたのは、先

生方や他学年の先輩・後輩など多くの人の協力のお

かげです。自分たち教育学部２年生も、昨年度開催

された運動会に参加をしたことで、より早く大学生

活に慣れることができました。今回の運動会が、今

年の１年生にとって、学校に早く慣れる機会になれ

ばと思います。 

 これまで３、４年生の先輩方が作ってくれた教育

学部の伝統をこれからも受け継ぎ、より良いものに

していきたいです。教員採用試験が近づく中、私た

ち２年生もその意気込みに負けないように日々の講

義に取り組んでいきたいです。そして、４年生が自

信をもって試験に臨めることを心から願っていま

す。 

３グループに分かれて実施した競技に声援をおくる学生 

卒論は学びの貯水池と分水嶺 
教育学部教授 橋口 泰宜 

 

 初めて卒論指導してからこれまでに40年以

上が経ち、学生が選択するテーマもずいぶん

変わりました。特に宮崎大学教職大学院で

は、教職実践の課題を研究の観点から考察す

る主題が中心でした。いずれにしろ卒論の作

成に当たっては、教育の理論と実践の結びつ

きを自分なりに考えることが重要です。 

 宮崎国際大学教育学部初めての４年生が私

の研究室で取り組むテーマは、次のとおりで

す。 

 

① 宮崎県における幼小中の連携協働づくり

の現状と課題 

② 「チーム学校」づくりの現状と課題 

 

 前者は、学校制度の接続とその在り方をめ

ぐるテーマですが、接続の問題では、中高一

貫から小中一貫へ、そして現在は幼児教育と

義務教育との関係の在り方が模索されていま

す。この主題設定が縦の接続に関するもので

あるとすれば、後者は、横の接続を考えるも

のであり、学校をひとつの組織として理解し

て内外の連携協働関係づくりの取組みの現状

と課題について考察しようとしています。両

者とも現在の日本における教育改革の最前線

に位置づけられているテーマであるだけに、

皆さんの取組みとその成果が楽しみです。 

 卒論は学習のこれまでの成果が流れ込む貯

水池であり、これからの学習課題の行く末を

展望する分水嶺に位置しています。主体的な

取組みを期待しています。 

卒業論文は学生生活の集大成 
教育学部教授 菅 邦男        

 

 宮崎大学教育学部で、40年ほど卒業論文の指導を

してきました。対象領域は国語教育、近現代文学、

児童文学等です。個人での研究が原則ですが、同学

年全員での共同研究もありました。フィンランドの

国語教科書を分析し、それを日本の教育にどう活か

すか、教材を作成してみるという研究で、たいへん

質の高いものでした。 

 国際大学教育学部でも初めての４年生が誕生し、

卒業論文を書きます。研究室学生の卒業論文題目は

次のようなものです。 

  

① 新美南吉作品の教材化について 

② これからの読書教育 

③ 国語科教材としての文学 

④ 小学校国語科教材における比較推論 

⑤ 学習指導要領改訂にともなう国語教育のすす 

  めかた 

 卒業論文は学生生活の集大成です。本当にやりた

いことをテーマに、全力で取り組むことです。良い

思い出になります。 
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 教育学部２年 長友 成実 （宮崎県立宮崎南高等学校出身）       

 ピアノの会 

ピアノの会には、現在９名の学生が所属し、まずは自分たちが演奏を楽し
み、演奏を通してピアノの素晴らしさを伝えることを目標に活動していま
す。設立は、2014年４月で、クラブとなったのは2015年４月です。所属して
いるのは、初心者から上級者まで様々なレベルの学生で、田中幸子教授指導
のもと日々練習に励んでいます。クラシックや、ポピュラー曲など自分たち
が好きな曲を練習し、主にジョイントコンサートや、オープンキャンパスの
セレモニーでその成果を披露しています。 
 同じ曲でも、演奏する人によって全く違う曲のように聴こえます。私は、 
憧れているピアニストのように、優しくて力強い演奏ができるよう表現力や 
技術を高めたいです。日々一生懸命練習した成果を披露することは、とても 
緊張しますが、弾き終わった後の拍手は本当に嬉しいものです。ピアノが好 
きな人はもちろん、あまり興味がない人でも、一度、ピアノの会の活動を見 
学してみませんか。  

クラブ紹介 

ジョイントコンサートで連弾をする

長友さん（写真奥） 

 平成29年度の抱負 

２年生を充実させる 
教育学部２年 原田 結月  
（宮崎日本大学高等学校出身） 

 

 私は１年次に苦手教
科の克服に努め、勉強
の楽しさを知りまし
た。 
 ２年生となり、現在
力を入れて取り組んで
いるのは英語です。私
は英語に苦手意識を
持 っ て い ま し た が、

「英語コミュニケーション」の授業を通し
て、もっと英会話力をつけたいと思うよう
になりました。そのために現在、週に一度
友人と集まり、勉強会をしています。ま
た、M-reader（語学学習における多読学習
法）のテキストを読んだり、英単語の復習
をしたりするなど、英語を学ぶ機会を作る
ようにしています。 
 勉強以外では、一つでも多くの大学の行
事に関わりたいと思っています。ただ参加
するだけでなく、実行委員として行事を運
営し、他学年の先輩、後輩との交流を深め
ていきたいと思っています。  

教育学部大運動会 2017 5 14 

  

私のワークバランス 
教育学部教授 安東 末廣  

 

 私はこれまで、教師を目指す大学生の教育や、幼児・児

童・生徒の発達支援についての研究をしてきました。今年度

より本学の教員となり、二つの仕事をしています。一つは３

年次の障害児保育の講義です。もう一つは自己開発センター

のカウンセリング部門で、“支援が必要な学生の支援ネット

ワークづくり”と実際に学生支援を行うことです。 

 私生活では、約10年前から畑仕事をしています。写真は

キャベツの収穫で、他にニンジン、エンドウ、玉ねぎ、ジャ

ガイモなど季節の野菜が取れます。立派な野菜 を収穫する キャベツの収穫(左は夫人） 

小学校教員を目指して 
 教育学部１年 池田 祐介 

（日向学院高等学校出身） 
 

 私の夢は子どもの頃から、小学校教員に
なることです。学校が好きであり、大好き
な先生に憧れをもったということが最初の
きっかけでした。大学生になった現在は、
子どもたちに勇気と希望を与え、これから
の未来を明るくすることのできるような教
員になりたいと思っています。 
 そのような教員になるために、宮崎国際
大学では多くのことを学びたいです。特に

この１年間は、土台となる基礎学力を身に付けるとともに、
学内の行事にも積極的に参加をすることを目標にしていま
す。例えば、現在私は、高校生を対象としたオープンキャン
パスの企画を担当しています。その他にも、小学生が大学を
訪れ英語でのコミュニケーションを体験する「英語村」など
の活動にも関わりたいと考えています。 
 小学校教員になるために、子どもたちを理解するというこ
とはとても重要なことです。そして、子どもたちを理解する
ためには広い視野が必要だと思います。大学生活の中で広い
視野を持つことができるように、授業や行事を通して、先生
方からも沢山の話を聴きたいです。同じ夢を持った仲間とと
もに、目標に向けて頑張っていきたいと思います。 

には、土づくりが大切です。人間で言え

ば、良い生活環境づくりが大切です。竹林

では竹の子も取れますが、椎茸も栽培して

います。現在、こんにゃく芋が大きくな

り、10月頃にはこんにゃく作りの時期を迎

えます。 

（担当科目：障害児保育、特別支援教育論） 



お知らせ 

①Ｈ30入試より【一般推薦Ⅱ期（併願可）】を追加

しました。詳細は学生募集要項をご確認ください。 

②新たに特待生制度ができました！ 

・特待生制度Ⅰ種、Ⅱ種 

・資格特待制度Ⅰ種、Ⅱ種 

・推薦入試特待生制度Ⅰ種、Ⅱ種 他  

                 詳細は学生募集要項にて      

③宮崎県保育士修学資金貸付事業が活用できます。 
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宮崎国際大学 

国際教養学部 比較文化学科 

教育学部   児童教育学科 

〒889-1605 宮崎県宮崎市清武町加納丙1405番地 

電話: 0985-85-5931 FAX: 0985-84-3396 

ホームページ: http://www.mic.ac.jp 

幼稚園・保育園への就職活動について      就職・進学支援課長 佐土原 敦 

入学試験についての詳細は、大学案内パンフレット、 

学生募集要項及び本学ホームページをご覧ください。 
入試情報ページ→ 大学案内を見る→ 

週末キャンパス見学会＆相談会 
内容：学部説明､ＡＯ・推薦入試対策講座､入試相談等 

日時：9月19日（土）、10月28日（土）  

   10：00～12：00 ※要予約 

 私たちは、２年後期に全員が履修する科目「子

どもの音楽活動」で合唱の指導法を学びました。

そして、この授業で合唱を練習した成果を、２月

26日のジョイントコンサート第２部で披露させて

いただく機会を得ました。 

 練習のときには各パートの音程を上手く合わせ

ることができなかったり、本番の直前には緊張と

焦りで声が出なくなったりしました。全員で力を

合わせてひとつのものを作り上げることはとても

難しいことでしたが、上手くいかないときには、

互いに教えあい、励ましあうことで乗り越えるこ

とができました。 

 本番では、私が指揮を務めアンコールで演奏し

た「世界中の子どもたちが」がとても印象に残っ

ています。この曲には、手話をつけて歌い、曲に

込められたメッセージを身体全体で表現しまし

た。ステージからは会場のお客さんも一緒に楽し

く歌ってくれる姿が見られ、全員が笑顔で最高の

パフォーマンスを発揮することができました。会

場からの温かい拍手は忘れることのない思い出に

なりました。 

ジョイントコンサートを終えて   教育学部３年 畑中 心生 （宮崎学園高等学校出身） 

 就職・進学支援課では、３年次に面談をして

個々の希望を確認し、相談に応じています。 

 宮崎県内の求人が多い時期は、７月～10月で

す。求人一覧を宮崎国際大学のホームページに掲

載しています。詳細は就職・進学指導課室のファ

イル「保幼施求人票」で見ることができます。 

 試験受験前には、園の方針や職場環境などを

知っておく必要があります。それらの情報は、実

習の他、自主実習や園訪問、合同説明会「保育の

お仕事就職説明会」等に参加することで得られま

す。「幼稚園教諭・認定こども園保育教諭等登録

試験」会場でも園の説明会が実施されています。 

 市町村立の幼稚園教諭や保育教諭等を希望する

場合は、一次試験に課される教養試験や専門試験

などの勉強を十分にしておく必要があります。

『公立幼稚園教諭・保育士採用試験対策』等の参

考図書を支援課室で貸し出しているので、利用し

てください。 

合唱の指揮をする畑中さん 

ジョイントコンサートは宮崎国際大学ピアノの会、吹奏学部、

教育学部２年生による合同コンサートです。平成29年2月26日に

大坪記念ホールに於いて開催しました。 


